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序

秋田城跡の発掘調査は，第 3次 5ヶ年計画の 2年目を終えた。

第3次 5ヶ年計画の目玉である政庁域の発掘調査は，これまで最

の課題であ った位置が明確となり，さらにある程度の規模も推定

できるまでになった。

政庁は古代城柵 ・官街の中心であり， 顔でも ある。政庁の解明は

その遺跡全体の性格を考える上できわめて重要な意義がある。また

数年後に着手が予定されている環境整備においても遺跡の中心とい

うことから基本構想策定段階における大事な要素となってくる。一

日も早い全容の解明が待たれるところである。

本報告書は，昭和58年 4月 1日-11月に実施した発掘調査結果を

まとめたものであるが，この報告書により古代史解明の一助になる

ところがあれば幸いである。

なお，本書を刊行するにあたっては文化庁・ 宮城県東北歴史資料

館，秋田県教育庁文化課，また漆紙文書の解読には国立歴史民俗博

物館の平川南氏，多賀城跡調査研究所の佐藤和彦氏を始め所員諸氏

からご指導ご助言をいただいた。ここにご協力いただfいた関係各位

に心から感謝の意、を表する次第である。

昭和59年 3月

秋田市教育委

教育長 高

A、
:z:;; 

泉 宏 作



目 次

I 調査の計画

11 第37次発掘調査…・

1) 調査経過…・

III 第38次発掘調査………………………………・・………...・ H ・..………・・・………・・ー 2

1) 調査経過…………………...・ H ・..……………………………………………… 2

2) 検出遺構と出土遺物………………………………...・ H ・..…………………… 7

3) 各層位出土遺物…………………………………………………………………26

4) 第38次調査出土漆紙文書………………………………………………………36

5) まとめ・…………・………・……・…ー…・…・……・・……………・.....・ H ・.，……ー37

例言

。本概報の図面 ・遺物整理 ・執筆 ・編集は小松・日野があたった。なお遺物実測・図面作成には高

橋学氏の協力を得た。

0漆紙文書の解読と赤外線テレビカメラによる写真は，東北歴史資料館・多賀城跡調査研究所と 国

ヰ歴史民俗博物館のご協力を得た。また漆紙文書については国立歴史民俗博物館助教授の平川南

氏に執筆 していただいた。

0石質鑑定は，秋田県立博物館の嵯峨二郎・渡部良両氏にお願いした。

0発掘調査にあたっては下記の機関，諸氏からご指導・ご助言 ・協力を得た。

主|立歴史民俗博物館教授岡田茂弘氏，東京国立博物館陶磁室長矢部良明氏，奈良国立文化財研究

所宮本長二郎氏，秋田大学教授新野直吉氏，秋田県埋蔵文化財センタ一船木義勝氏，横手市教

委員会，作家松本清張氏。

(発掘調査作業員)

城市太郎，星野守之助，池田重兵衛，田村忠一，桑原平昌，桑原一寿，桑原民生，土田文ノU

桑原フヂエ， 小玉美恵子，桑原利江，長沢ミエ，伊藤和子，土田節子(敬称略)
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I 調査の計画

昭和58年度の発掘調査は，鵜ノ木地区，通称雨池の西岸 ・南岸と秋田県議国神社境内広場内の政

庁域の二ヶ所を設定した。

発掘調査事業費は，総事業費1，200万円のうち国庫補助額50%(600万円)，県費負担額25% (300 

万円)，市費負担額25%(300万円)である。

調査計画は次のように立案した(表 1)。

表 I 発掘調査計画

調査地区 発掘面積m'(坪)

4OOm' (121) 

1，200m' (363) 

調査実施期間

4月10日-6月10日

6月11日-10月30日

第37次調査は，鵜ノ木東側底湿地を対象とし，湿地と台地部との接続状況及び湿地における遺跡、

の出土状況を把援する目的で実施した。

第38次調査は，政庁城の究明を目的に第33次(昭和56年)と第36次 (同57年)の中間地帯を実施

した。その結果昨年度検出した築地の延長とコーナ一部が確認され，政庁の方位と位置がほぼ明確

になった。また昨年度は 「出挙」の漆紙文書が出土しているが，今次でも撹乱層から 「口口郡吉]J

と墨書のある漆紙文書が出土した。

昭和58年度の発掘調査実施状況は次のとおりである 。

表 II 発掘調査実施状況

区 発掘面積m'(坪)

517m' (156) 

1，578m' (477) 

調査実施期間

4月12日-5月18日

5月19日-11月10日

なお第38次調査では， 10月15日現地説明会を開催し，約70名の市民参加を得た。

II 第 37次発 掘調査

1) 調査経過

第37次調査は，鵜ノ木地区東部，通称雨池と 言われる低地を対象とした。

調査は 4月12日から 5月18日までで，発掘面積は517m'である 。

調査の目的は，低地と西側の建物群の検出されている台地部との接続状況を把握することと， 国

営調査において多くの木製品が出土しているので，遺物の散布状況を確認することであ った。

調査の方法は一部個人有地があるため広範囲に及ぶことができずA-Fの小グリ ッドを設定して

実施した。各グリ ンドの状況はほぼ同様で・下記の如くである。

- 1-



Fグリッド

Eグリ ッド

Cグリッド

o1  : 600 1OM 

Dグリ ッド

NH 

NG 

NF 

A 

MT 

MO 

M 
( S81) 
MM  

E 

MQ 

MP 

D 

MR 

C 

B 

MS 

.〆〆

ML 第37次調査周辺地形図

MK 

MJ 

現在は畑一帯は数10年前に暗渠排水を施し，

MI 

MH 

地と原野である。約30cm程の表土 ・耕作土を除

である。部分的にスクモ層を去するとスクモ

底辺スクモMG げたが，植物遺体の他に人的な遺物は認掘り

70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 
(E 396) 

第 3図 第37次調査グリ ッド位置 I・・

められなかった。なお Dグリ ッドのスクモ層は，

の深さに達している。から約 3m程で 1m以東

かなり腐蝕の進んだ木製品が須恵器の小片が数点と.師器，上にE.Fグリ ッドはスクモ層

数点検出されたに過ぎない。

また地形的には，北側のE.Fグリ ッドにおいてはぽ原地形と思われる北からの緩傾斜が認めら

然の地形は把急激に東側に落ち込む等後世の手が加えられており，れたが，南のグリ ッドでは，

握できなかった。

第 38次発掘調査H
U
 

調査経過

内字大畑，護国神社の社殿南側の広場を対象に昭和58年 5秋田城跡第38次発嫡調査は秋田市

10日ま での期間で実施し，調査面積は1，578m2 (約478坪)である 。から 1119 

のほ画された範5町四方ぐらいに調査地は秋田城の外郭内，東西約 550m，南北約 550m， 
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ぼ中央に位置する。
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①耕作土 ・表

②暗補色粘土

③灰白色粘4 ・

④時褐色土

⑤巣色砂

⑥賀補色砂

⑦黒色土

③灰褐色砂

1 : 80 

Eグリ ッ ド阿噌:

4M  
Eグリッド北峨

W E 

第4図 第37次 1調査発概区土層断ffli図
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昭和34年か ら37年の国営調査では

内柵夢Ij・建物跡等の遺構を検出し，

この地域に秋田城の中心的な遺構 ・

施設の存在が推定さ れていた。

昭和56年度の第33次調十その後，

rl 

地の東隣接地で掘立柱建

4の墨書土器 ・転用硯等 ¥

:1也の

跡等の遺構

昭和57年度の第36次

隣接地で政庁

物跡 ・布掛 り講の伴う柱列 (板塀)

-y期の変遷が想定されている。

-横 ・住房 ・

とともに多

調

また，

調査では

-鍛冶

では

域を

-板塀と考えられる布掘り講時期)

7リ・掘立柱建物跡 ・笠穴. 3事Ij(7) 

。L

三:....r-猪ム~
(::.:.'， ua:tゴミ・羽ロ静

。。時意志主

f、，、 .、.

τ日::。0'

?￥れそヲ 00  

遺

の瓦 ・転用硯 ・土

状の抑， リ込みを伴う据立柱建物跡 ・焼

構等の遺構とともに多

造物として

名|帳」と考えられる文

された。

器拡iを検出している。特に出

-し，九断簡の漆紙文書が出

は「出挙貸付け

明な点，

さで確認された

築地塀 ・柱列が政庁域の北辺，南辺のいず

3手Ijの柱列が各々時

期の異なる遺構であるのか， 3列が同時期

れを構成する区画施設であるのか確定でき

第36次調査結果でも

に30mグ〉

また，なかったこと ，

しかし，

すなわち，

一本柱列に建物跡が伴った泣構でt，・グ〉カヘ

回 m

を以主位

きく ，

あるのか不明であ ったこと である。

的はグ〉本次調ーしたか-っ て，

政庁域のこの 2点に主眼を置くとともに，

弓@

一一一ーーー一 網

~ ， 
'$ .‘ 。J '2 挿関 l
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を推定する根拠となる遺構の検

それら泣構の変避を把握することに

規桜 ・範

出と ，



あった。

調査は機材運搬 (5月19日)，基本杭 (X -

=19.169m， Y=-7.27m， H=48，024m)， 

地区杭の設定後， 表土除去，招魂社建立時

の轄地層 ・国営トレンチの埋土の除去作業

を開始し (5月21日)，遺物包含層の黒色

砂面までの排土作業を約 1ヶ月 間実施した

( 6月27日)。

造物包含層である黒色砂は赤褐色土器を

出土する であるが遺構が確認されない

ため下層の褐色砂iiiを現してい った。この 一

面にて SA 697布掘り構 (29日)， S A698 

柱列掘り方， S X 735炭化物落ち込み (7 

月1日)を検出した。また，国営調査 トレ

ンチ内の埋土排土後の精査で‘同調査て・検出

し内柵列とした柱列・ SA 707がさらに南

に延長していること，その西側で重複する

S A 698柱列を検出した。

褐色砂層は調査区東側に堆積しているが

北，南西部では一部，粘土整地層が露出し

ており，西側でS1703竪穴住居跡， SX709， 

710焼土遺構を検出した (7月3日)。

さらに，下層に遺構を追求するために褐

色砂面での遺構平面図，土層図作成，写

撮影を行った (7月6日)。これと並行し

て調査区南の精査でSA 697布掘り講と重

複する状況で SB 696掘立柱建物跡を検出

01  : 400 1Oln 

第61苅 l.lil営I消売トレ ンチ位置凶

し，また布掘り構が北で二又に分れること，講中央に幅20cm-30cmの細い溝状の土質の相違のある

ことが宇リ明した (7月20日)。

褐色砂面の精査終了後，同層の除去を開始していき，下層の赤褐色砂層を現してい った。赤褐色

砂層は縞状に固い面が幾枚も重なった土層で流砂による自然堆積層と考えられ，褐色砂問機に調交

区東，中央から北にかけて堆積が認められる。

この堆積層外に位置する調査区東南で S1 704竪穴住居跡を検出した (7月21日)。赤褐色砂 (部

-5-
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同層の除去を

下層の粘土整地層を現していった

岬夢1]，

S 

S A 706柱列を検出した(7 

A 700 A . Bキ主手IJ，

分的に灰褐色砂)の精査後，

にて，

22日)。

この層

A 705 

開始し，

を拡張して Sさらに南に発掘月26日)。

ー_ 9
B 701， 702建物跡を検出した (7月30日)。

粘土整地面の遺構が明碓にな った段階で

凶 a撮影を実施し (8月遺構平面図作成，

各遺構の精査を開始してその後，10日)， 
1 : 2∞ 

いった (8月12日)。

終了区から順精と並行して，遺構精

--.‘..J へ
J

F

」

ハ
ぢ
ニー

滋 >t記 ・ ヨ闘

霊登全

整地層の除去を開始した。整地層粘次，

下層は上面に多量の炭化物を含む褐色砂層

ーーーーーーーーーーーー 噌、この炭化物層からはフイゴ羽口となるが，

05 9.‘ 9J .J2 YI 
挿図 2伺鉄棒が出土している。片，

，~~ 1. Y. F. ."， a .，.1"' .. 36 ，，~ 量 活保震 2 1:

尾 崎掴a.'J ~~， 2 ，0 I暗 号 夫玖司自 民

この間，護国神社社殿東の現状変更によ
、).骨色、

る調査を 8月26日から 8月30日まで実施し

西側では

た。

粘土整地層を除去した段階で，

の柱掘り方をS B 678掘立柱建物跡の東

同建物跡、が東西 7問，南北 2間で検出し，

しかし，あることが確定した (9月3日)。

検出状況に東 3問と西 4間の抜き取り穴，

… ↓ 
'~時 十ドι(..<tflH....tu) (r， 創』星川

制、!\1~州 "，.， ..lq ('1闘は弘叫ノ

7聞と 4聞の 2時期の建物が

発掘区北東では，整地層下の褐色砂から

相違があ り，

想定された。

1 : 2∞ 須恵器坪に蓋紙として使用した状態で漆紙

しかし，赤外線が出土した(9月10日)。

却 mテレビカメラの観察でも文字は確認されな

かった。

.7 .. 
前軒向，1¥/争"tt..>f. ~1rJ ，1'1" ~ :一一一一 "

11 
挿図 3 Clc Q8 91 96 9 ~ Q( cJ c2 .< '0 
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また発掘区東壁沿いに SA 720柱列の布

これは第33次調査で検出掘り溝を検出し，
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した A570柱列に連続するものである(9 

月13日)。

発掘区全域で粘土整地層を除 終了した

段階で下層の築地塀 ・SF 729 A ・Bのプ

ランを明確にするため崩壊土の除去作業を

開始し，北辺から東辺を構成する え底l隔1.2

mの築地塀の積土を現していった (9月27

日)。

f賓
が

oc 

; CFi 
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~r 
すゑ 自・ ー・ 00 

崩壊土内の瓦層を現していくにしたがい，ミア

この瓦 の 層で瓦を敷きつめた状態の S

X730瓦敷遺構を検出， この遺構は SA 707 

キ主列に伴うことが考えられた。SA699， 707 

柱列の重複は既に確認されていたが， 崩壊

土除去とともに再精査したところ， SA699 

の方が新しい遺精と判明した (9月29日)。

崩壊土の除去終了後(10月5日)，築地積

土と， 地山飛砂層面の精査を行っていった。
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調査区中央南で SB 717 1屈立柱建物跡の一部を検出し， 発掘区をさらに南，西に拡張した。結果，

掘り込みは粘土面からであり， 東西 2間， 南北 3聞と判明した (10月13日)。確認面の粘土層が髭地

層か築地崩壊土層か判然とせず， 次調査の問題点である 。

10月15日， 発掘区の遺構の概要がある程度明雄になったので， 現地説明会を開催し，調査の成果

を公表した。参加者は約70名であった。

再び，築地積 の精査， 崩壊土の除 作業を継続し，北辺築地塀の北，東辺築地塀の北東部で固

ぃj坂築状の整地地業を検出した(10月21日)。 この地業は国営調査トレンチによって上位層が削平さ

れており明確でないが， 二期 の築地塀か， S A 707柱列に伴つことが考えられた。

地山飛砂層面の遺構としては SB 732， 734掘立柱建物跡を検出した。また，第36次調査検出の

B 683掘立柱建物跡とした撮り方が，東西 7聞の柱列と判明した (10月28日)。

発掘区全域が地山飛砂層となり ，さらに下層に古代の遺構の存在が考えられないことから， 最終

的な平面実iftlJ，写真撮影，土層断面図の作成を行い， 11月10日， 埋めもどし作業を終え， 第38次訴i

.を完了し た。

検出遺構と出土遺物

本調査で検出した遺構は政庁域の北辺東部から東辺を区画する 2時期の築地塀 ・7列の一本柱列

- 7 ー



(う ち，全域を区画する柱列は 3列)・

木塀，柱列となる布掘り溝 2・掘立柱

建物跡、 8棟 ・竪穴住居跡、 2棟 ・焼土遺

構 ・土横等である 。

検出遺構は赤褐色粘土の整地層の

位，下位で大別され，第 7図に図示さ

れた黒色の遺構が上位， 青色のlfl構ヵー

位の遺構である。

舷地層上位の迂!構は，さらに褐色砂

上位で確認される遺構と，この層を

除去した挫地層面で雌認される遺構に

分かれる。以下，上層砂層面検出遺構

.上層務地面検出遺構 ・下層検出遺構

に分けて述べる。

A.上層砂層面検出遺構

S8696A建物跡(第 9図，図版 9) 

東西 2間，南北 1聞の掘立柱建物跡

である。柱聞は柱痕跡が不明であり ，

A 

1 100 

確定できないが，柱位置をf屈り方の中 第9図 S8696A . 8建物跡

A' 

心にもとめると，東西が2.1m，2.1m，南北は4.5mとなり，南北の柱問が東西のそれの倍以上である。

帰り方は円形で径は1.3m-1.8m，確認面からの深さは約80cmで，埋土は暗褐色砂である。SA

697木塀 (布侃り溝)に伴う遺構と考えられる。

586968建物跡 (第9図，図版 9) 

8696A建物跡と同位置で重複し，それより古い掘立柱建物跡である。規模は掘り方が S8696 

A建物跡の帰り方によ って壊されており柱位置は不明ながら， S 8 696建物跡とほぼ向規模と考え

られる。

掘り方は東西の径 2mの円形の掘り方を幅 1.2mの布掘り溝で連続したもので，掘り方と講の埋

土は同ーのものである。 SA 697木塀の布掘り溝と連続し，これと同時に構築された建物跡と考え

られる 。

58696 A・B掘り方出土遺物 (第20図，図版23)

赤褐色土器 6は切り離し不明の台付坪である。外底部に記号様の墨書が認められる。

5 A697木塀(布掘り溝) (第 7図，図版 5 ・12)

発掘区中央で南北に約41mの長きで検出した幅約 1.2mの布掘り溝である。深さは発掘区南壁付

- 8ー



近で最深となり約 1.3m，北にj斬次，浅くなる。N24付近で二又に分かれ，西側のものは国営 トレ

ンチで肖Ij平されており ，東側のものも分岐点から約 9m北で浅くなり消失している。布掘り溝.埋土

の中央付近でl幅約20cm-30cmの埋土の異な る部分があり，これが連続していることや，断面観察で

はほぼ・垂直にこの土質の相違が溝底面まで至ることなどから材木か丸太材を立て並らべた地設 ・木

塀状の遺構と考えられた。

5 A697布掘り出土遺物 (第21図，図版23)

赤褐色土器 1は回転糸切りの杯である。他に，布掘りからは瓦，須l(器裂片が出土している。

5 A698柱列 (第7図)

発掘区中央やや東よりの位置で南北10間，総長約28mにわたり検出した。抑り方は 1m-1.5m

の長椅円形で埋土はサラサラした黄褐色砂であ る。径約30cmの柱痕跡が認められるものもあるが，

多くは柱位置が不明である。柱位置を掘り方の中心にもとめると，柱聞は約2.5mから3.5mで一定

していない。柱列の方向も同様に掘り方中心と遺存する柱痕跡から推定すると北で約3
0

30'西に似れ

~ I ~iIJjÞ 
/」一一再 「

(cb }1(2ー749)

2 (2ー 746)

3 (2ー 745)

4 (2ー 742) 5 (2ー 741) 

6 (2ー 748)
7 (2-743) 

9 (2ー 744)

1 : 3 

11 (2-747) 
第10図 SX735炭化物孫込み
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る方位となる。

5 A698掘り方出土遺物 (第20図，図版22)

須恵器 2は回転へラ切り の序で外底部に墨書が認められるが判読不能であ る。

5 A699柱列 (第7図，図版15)

発掘区ほぼ中央で南北 8問，総長約28.8mにわたり検出した。SF729 A・B築地塀，S A 707柱

列と 重綾し，これらより新しい。

掘り方は一辺約 1mの方形，あるいは，径 1mの円形，深きは確認面から約60cm，埋土には上層

に黄褐色砂が入っている。検出位置には褐色砂の堆積がないが，この埋土の状況から，上層砂層面

からの蹴込みと考えられた。

柱痕跡、の明瞭なものは柱聞が約 3.6mであり，不明なものも柱位置を掘り方中心にもとめると約

3.6mで一定しており， 12尺等間で構築されたものと考えられる。なお， S A 707柱列の北東隅から

2間目 (3本目 )の位置で止まり，それより北では検出していない。

柱列の方向は，柱痕跡と掘り方の中心か らも とめると北で約 3。西に振れる方位となる。

5 A699掘り方出土遺物 (第20図，図版22)

瓦 1は15葉細弁蓮華文の軒丸瓦である。他に， 赤褐色土器皿 ・鉢等の破片が出土している。

5 X 735炭化物落ち込み (第 7図)

発掘区東，中央よりやや南の位置で検出した。東西，南北約 4mの範囲で深き約40crnの鍋底状の

底面をなす性格不明の落ち込みであ る。埋土には炭化物が多量に混入しており， 赤褐色土器や天然

アスフ アル トの大きな塊(図版17の13)等が出土した。

5 X735埋土出土遺物 (第10図，図版17)

土師器 1は内閣黒色処理を施した回転糸切りの台付杯で外底部に記号様の墨書が認められる。

須恵器 2は内面を転用硯として使用した蓋で，ケズリのため切り離しは不明である 。

赤褐色土器 3-11は回転糸切 りの坪，12は蓋である。 7は内面にベンガラ状の赤色顔料の付着，

8は外体部に 「厨」の墨書があ り， 11は内面を転用硯としている。

他に，出土造物として天然アスフアルト塊が出土している。

B.上層整地層面検出遺構

58701・702建物跡 (第11図，図版11・12)

発掘区南西で検出した東西 2間，南北 3聞の重複する2棟の南北棟掘立柱建物跡であ る。同規模

の建物を 1間分，西に位置を寄せて建て替えたものと考えられ， 建て替え以前を SB702，建て替え

以後をSB701とした。

iS;存状況の良いSB701建物についてみてみ ると， 掘り方は一辺約1.5mの隅丸方形，あるいは径

約1.2m-1.5mの不控円形で，深さは確認面から約 1.2m，柱痕跡は確認でき るもので径約40cmで

ある。 SB702建物の掘 り方の平面形は同規模か，それよりやや大きいが深きは浅いものである。

- 10-
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赤褐色土器 7は回転糸切りの坪

で，体部外面に「七」の墨書が認め

られる 。

58717建物跡 (第12図，図版 9) 

発掘区南中央付近で検出した東西

2間，南北 3聞の南北棟の掘立柱建

物跡である。掘り方は径102m-105

mの円形で深さは峰認面から約80cm Aー

である 。柱痕跡は不明であるが，掘

り方中心に柱位置をもとめると西桁

行で柱聞が北から305m，3.6m，3.6 

m，梁間が西から204m，2.4mとな

り，桁行12尺等間，梁間 8尺等間と

考えられる。

A 706柱列の柱筋と建物の棟通

りが一致することから，この柱列に

伴う建物跡と考えられる 。

58717掘り方出土遺物

小片であるが掘り方内か ら赤褐色

器，瓦が出土している。

5 A 700 A・B柱列 (第 7図)

発掘区中央やや東寄りの位置で¥ 第12図 SB717建物跡

8717 

-46 m 70 ート:

1 100 

南北に 7間，総長約25mにわたり検出した重複する柱列である。柱痕跡が不明であるが，掘り方中

心に柱位置をもとめると ，いずれも柱聞が約306mとなり ，柱列の方向は北で約 3。西に振れる。北

に位置する Bが古<，南でBを掘り込んでいる Aが新しい柱列である。また， S A698・705柱列と

も重複し， S A698よりは古く， S A 705よりは新しい。

5 A 700 A・B掘り方出土遺物 (第20図，図版22)

赤褐色土器 3は回転糸切りの坪で外底部に墨書が認められるが判読不能である。

他に，回転へラ切りの須恵器郎片，瓦片が出土している。

5 A705柱列 (第 7図，図版 5・8) 

発蝦区北から中央やや東寄りにかけて検出した柱列で，第36次調査検出の SA 659柱列に連続す

るものである。第36次調査では東西 3間，今次調査でさらに東に 5間，東西確認総長が8問， 23.5 

mとなる。さらに南に直角に屈折し南北11問，総長約3705mを確認してい る。いずれも柱位置が不

- 12-



明であるが掘り方中心にもとめると北東コーナ一部の 4聞を除き約 3.6m等間となる。北東コーナ

一部は掘り方が削平され明確でないが，東西と南北の柱筋を延長させた交点から測定するとコーナ

ーから西へ約 2.5m， 3mと短くなり ，コーナーから南も，やはり約 2.5m， 3mとなることが考

えられる 。掘り方は一辺約 1.5mの方形 ・長方形で，深きは約 lm-1.3mである。

柱列の方向は真北に一致させた発掘区の基準線に平行する。

5 A705掘り方出土遺物 (第20図，図版23)

須恵器 5は回転へラ切りの台付杯で，周縁を打ち欠き，内面を転用硯としている。

赤褐色土器 4は回転糸切りの杯で体部下端に墨書が認められるが判読不能である。

5 A 706柱列 (第7図，図版 5) 

S A 705柱列に平行し，その南，および西で検出した柱列である。第36次調査で検出した SA658 

柱列に連続し， S A 705柱列との間隔は掘り方の中心問で約2.5mである。第36次調査では東西 6閉

まで確認しており，今次調査でさらに東に 4間，計12間，東西確認総長約35.4mとなる。さらに南

に直角に屈折し南北10間，総長約35mを確認している。掘り方中心に柱位置をもとめると，コーナ

ーから西 ・南 1聞が約 3mと短いが，他はすべて約3.6m等間となる。 SA697木塀布掘り溝によ っ

て，南北柱列の大半は壊されているが，遺存する掘り方は一辺約 1.2mの方形・不整方形で，採さ

は確認面から約 1m-1.5mである 。

SA706掘り方出土遺物

掘り方内より，赤褐色土器，瓦片が出土している。

5 A 707柱列 (第7図，図版 5・15・16)

A 705， 706柱列に平行し，その南，および西で検出した柱列である。第36次調査で検出した S

A 657柱列に連続する。本柱列は国営調査でも調査されており，内柵列と呼称されていたもので，

掘り方埋土はほとんど掘り上げられていた。わずかに柱痕跡の認められるものがあり，その柱問は

約3.5m，3.7mである。第36次調査では東西 8問，今次調査でさらに東に 3問，計11問， 東西総

約39.6mまで確認した。さらに南に直角に屈折し南北 9間，総長約32.4mまで確認した。掘り方は

一辺約 1m -1.5mの方形でSF729築地塀の積土をt腐り込み，深き約60cm-80cmである。 SA 699 

柱列と重複し，それより古い。

5 A707掘り方出土遺物 (第20図)

瓦 .8は瓦当面が大部分欠損している軒丸瓦である。

他に，赤褐色土器:t{-，裂片が出土している。

5 A718柱列 (第7図)

707柱列の南延長上にある 2本の柱列である。柱問は掘り方中心に柱位置をもとめると約2.5

mで， S A 707柱列の柱筋と掘り方中心線は厳密には約50cm西にずれている。掘り方は一辺約1.5m

の方形で深さ約70cmである。

つd



図版 9) 50719溝状遺構 (第 7図，

これより古い。S B717建物跡と重複し，

これに伴うことが考えられる。ちなみに SA 707柱列の南A 718柱列が本遺構の延長上にあり，

S A 718柱列と SD719北端の掘り方の間隔がともに約 3mである 。A 718柱列，端と

深さは大部分未調査で不明ながら約40cm-80cmと部分的に深くなる個所があり，l隔は約 1.2m， 

列を据える布掘り溝の可能性がある。

図版13)5 1 703 竪穴住居跡 ( 第13~ ，

平面が隅丸の方形の東西 4m以中央付近で検出した南北約 5m， 発掘

カマドは検出していない。粘土整地層を掘り込んでおり，る。壁高は約60cmほど残存しているが，

これより新しい。また，床面下層でSB 678建物跡の柱掘り方が確認された。柱穴は壁沿いに配さ

には多量の炭化埋深さ約30cm-40cmのピ ットと 考えられる。なお，れた 7個の径約30cm-50cm，

その底面および下層の赤褐色粘質土から造物がまとま って出

-A' 
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土した。住居の方向は東辺が北で約 5。東に振れる。

51703出土遺物

イ) 埋土炭化物上層出土 (第14・15図，図版18・19)

須恵器 .1は回転へラ切りの杯で内面を転用硯としている。 2はリング状， 3は扇平なつまみを

有する蓋である。 2の外面には墨書が認められるが判読不能である。 3は転用硯としている 。27は

空底部の転用硯， 28は丸底の大薮破片である。

赤褐色土器 :4 -6， 9は回転糸切りの杯である。 6 ・9は「厨Jの墨書が認められる。7は「府j，

8は 「赤」の習書の墨書が認められる蓋である。

砥石:10は凝灰岩製の提砥石である。

ロ) 埋土炭化物下層出土 (第14・15図，図版18・19) 

土師器:11-16は内面黒色処理を施した台付皿である。12・13は器肉が厚手で口縁部が外反す る。

15は判読不能， 16は 「厨」の墨書が認められる。

赤褐色土器:17-24は回転糸切りの杯である。21，22は 「厨j，23は 「厨上J，24は 「上」の墨

が認められる。26は上半部がロクロ痕，下半部が縦方向の手持ちケズリが施きれる。

ハ) 床面出土 (第15図，図版19)

赤褐色土器:29は回転糸切りの坪で 「厨」の墨書が認められる。

51704竪穴住居跡(第16図，図版11・14)

発掘区東，中央よりやや南寄りの位置で検出した。南北約4.2m，東西約4.5mの隅丸方形で，砕

高は約50cm-60cmほど残存している。カマドは検出しなかったが，床面で径約60cmの円形の範囲で、

焼土，焼面が認められる。柱穴は壁沿いに径約30cm-50cm，深さ約40cmのピ ットが南北に 3個，

に 5個検出した。ただ，これらピ ットの間隔は規則性が無し、。住居の方向は西辺がほぼ真北方位

である。埋土は最上層が炭化物の混入する褐色砂層で，その直下層の赤褐色砂，赤褐色粘質土層カ

ら遺物がまとまって出土した。

S 8701・702建物跡と重複し，本住居跡の南壁および埋土を建物の柱掘り方が掘り込んでいるこ

とから，これらより古い。また， S A 720柱列布掘り溝を壊 していることからこれよ り新しいもので

ある。

51704出土遺物

イ) 埋土上層出土 (第17・18図，図版20・21) 

須恵器 1， 2は灰白色を呈する回転糸切りの杯である。 3，15は扇平なつまみを有する回転へ

ラ切りの葦である。内面には擦痕，墨痕が認められ転用硯としている。15はつまみに 「二」 の黒

が認められる。13，14は回転へラ切りの台付杯を転用硯としたものであ る。14はベン方ラ (赤色顔

料)用と考えられる。16は蓋，17， 18は裂の体部内面を転用硯としている。

赤褐色土器 5-9は回転糸切りの坪である。 7は「歪j， 8 r上J， 9 r子口J の墨書が認めら

- 17-



れる。

硯:19は風字硯である 。

鉄製品 :薄手の万子である。

石帯:断面台形を呈 し， 英斑岩である。地面に小孔があ る。石質はすべての面が研磨され，

-可I版21)埋土下層出土 (第18比，ロ)

須恵器:22は回転糸切りの序である 。外面体部から底部にかけて漆が付着している。

している。28はi/ J 縁部まで漆が付赤褐色土器:23-30は回転糸切りの坪である。23は内

回
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22( 2-867) 

24(2-866) 

27(2-868) 

，/ー. 28(2-865) 

(tI 1 

己 …)

くこfJ

18-21 上層埋土

û~β 
仁二竺コ

18転用硯，19風字硯

20刀子，21石帯

23(2-859) 

25(2-872) 26(2-864) 

29(2-869) 30(2-870) 

22-28 埋土下

第18図 S 1704埋土出土遺物
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第19図 S 1 704f，.j( uli 11'，土泣物 ・赤褐色土端

ヒ斗

鉄製品:性格不明。

ハ) 床面出土 (第19図，図版22)

赤褐色土器:32-38は回転糸切りの序で， 37， 38は台付杯である。35，37は 「厨J の墨書が認め

られる。39は丸底を呈する裂である。外国は平行状叩き痕が認められ，赤褐色を呈する。

S K 708土靖 (第 7図)

8678建物跡の北東隅の掘り方と重複し，こ れより新しい土嫌である。東西約2.5m，南北約 2

mの不務方形で，深さは約35crn，底面は平坦である。

S K708埋土出土遺物 (第20図，図版23)

須恵器 9は回転へラ切りの台付坪である。

鉄製品:10は鉄鍬断片である。

S K711・712土靖 (第7図)

8717建物付ー近で検出した瓦の充填した円形の土壌である。径約70crn-80crn，深さは約40crnで

ある。SK711土墳は S8717建物と重複し，これより新しし、。

S X 709・710焼土遺構 (第 7図)

調査区西壁付近，中央より南寄りの位置で検出した 2基の焼土遺構である 。スサ入りの焼土塊が

さ約10crnて‘充壊されており ，なんらかの焼成施設と考えられるが原況を復元することはできなカ

った。S8732建物跡はこの焼土下で検出された。
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¥ー/
， 

一下層検出遺構c. 
川版 7・10)S 8678 A・B建物跡 (第221Z1，

で検出した掘中央より北寄りの位発J屈区西壁付近，
1M 97掘り方埋

赤褐色土器で南北 2間，同建物跡、である。昨年度の第36次調

720 

拘iリ方埼土11¥土
~J'i !~I:端

( 2 転用硯)

に間仕切りのあるから 4間6間以上であ ること，

3 2， 
こと，構築は整地に伴うことが判明していた。今次の調

7問であることカ叩在東.では建物の東梁聞を検出し，

検出の掘り方にはいずれも往A 次調定した。加えて，

これ

抜き取

約 1m -1.5mの円形・椅円形の抜き取り穴があり ，

の掘 り方に限られること，が前述の間仕切り以 1

j立情:H土ja-物

4m 

B678建物跡

- 23-
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事在地に覆われていることなどから，
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り穴はすべて粘



縮少きれたも東 3聞の柱を抜き取り，南北 2聞の建物が粘土整地の段階で西 4間を残し，西 7間，

い東西 7聞の建物を SB678 B，縮少された東西 4閉め建物をSB678 ここではのと考えられた。

Aとした。建物方位は北桁行が東で北に約 2。振れる 。柱問は東梁間で約3.5mである 。

58678抜き取り穴出土

須恵、器裂片が出土 してい る。から赤褐色土器，抜き取り穴埋

58680建物跡 (第 7図)

掘り方が重複する SB679建物跡(南北 2間， 東西 5間，第36次調査で検出した建物跡であるが，

その規模が確定できなか った。今次の調査で本建物に伴う深さ約30cmの布掘り溝東西棟)のため，

これと同規模の掘立柱建物跡であること-柱掘り方も SB 679建物跡の東梁間で止まることから，

が判明した。

58731建物跡 (第23図)

部で検出した掘立柱建物跡であ る。東梁間と考えられる 2聞のみの検出てv柱聞は北発掘区南

の炭化物のから約 3m， 2.7m，柱痕跡は径約30cmであ る。掘 り方埋土上層には掘り込みを伴う多

〈

。∞
E

∞司
1

〈

北である 。その底面には焼面が認められる。東梁間の方位はほぼ・があり ，充填

〈

58732建物跡 (第 7図)

中央よりやや南寄りの位置で検出した。東発掘区西，

外西にある。梁間と考えられる 3聞のみてい，他は発掘

面では径 1.5mの円形の掘り方が幅確認面の地山飛砂

約60cm~80cmの溝で連続している状況である 。 柱痕跡は

径約45cm，柱聞は北から約1.9m，1.8m， 1.8mで，柱痕

X 710焼土遺構の焼土が入り こんでいる 。σ3 跡には

建物方位は東梁間が北で約 2
0

30'西に振れる 。

図版 6・7・15)5 F729 A・B築地塀(第 7~， 

昨年度の第36次調査で検出した SF677 A. B築地塀に

j也からさらに10.5m東連続するものである 。第36次調

折している。第36次調査検出分を角に南ににのび，

折部からの南北確は約40.5m，確認総東合わせ，

は約31.5mまでで.それ以南では積土は不明で、ある 。宝刀土会
自己、'bl与‘

基底幅は約 1.2m，遺存する高さは最高で約80cm，

に次第に遺存高が低くなる 。積土は赤士勾て咋'~J40cm で，

に積み上げあるいは赤褐色砂を父褐色粘土と 黒色

1 100 
o 2m 

B731建物跡第23図

いわゆる版築技法で構築しているが，部分的に軟弱

瓦の破片の混入する積土が

- 24-
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あり，一度，崩壊した後に嵩上げしていると考えられ，第36次調査と同様， A. Bの 2時期とした。

寄柱は北辺では約 2.4m等間であるが，東辺では約 2m-2.4mと一定していない。また，東辺

の北から 8間目以南は大きく築地積土を掘り込んでおり，掘り方の径も約50cmと大きしその中心

間も約 1mで，やや狭くなっている。いずれも嵩上げ後の寄柱と考えられ，創建時のものは不明で

ある。

築地塀の中心線は北辺では東で約 2
0

北に振れる方位をとるが，東辺ではほぼ真北方位になる 。

東辺の南半では約 3m -3.5mの範囲て、積手の違いが確認された。

5 A683柱列 (第7図)

発掘区西，中央より北寄りの位置で検出した。第36次調査では南北 1間，東西 3聞の掘立柱建物

跡と考えられていたが，今次調査で東西 7聞の目隠塀状の柱列と判明した。 SB679・680建物跡の

いずれかに伴うものと考えられる。柱列の方位は東で約 2。北に振れる。柱間は，今次調査の 2間で

は西より約2.2m，2.1m (掘り方中心と柱痕跡から計測)である。

5 A720柱列(布掘り 溝)(第 7図，図版 5) 

発掘区東壁沿いに検出した幅約30cm-50cmの布掘り溝である。南北確認総長約34m，北側は削

され不明である。S1704竪穴住居跡から南約 3mの位置で東に直角に屈折しており，第33次調査検

出の SA570柱列に連続する 。

粘土整地層下の鉄棒，フイゴ羽口の出土する炭化物層を除去した段階で確認された。布掘り溝の

底面付近では部分的ではあるが約1.5m間隔で径約20cm-30cmのピ ッ トを検出しており，柱列と考

えた。この状況は SA570柱列と同様である。

5 A720掘り方出土 (第21図，図版23)

須恵器 2は体下端から底部全面にかけて回転ケズリを施しており切り離しは不明である。内面

は擦痕，墨痕が認められ転用硯にしている。 3は回転へラ切りのま不で外底部に 「厨」 の墨書が認め

られる。

50734溝状遺構 (第 7図)

B 731建物跡の西で検出したl幅約60cmの溝状遺構である。さらに発掘区外南にのびる。深さは

未調査で不明である。

5 K713・714土靖 (第7図)

東辺築地塀の西で検出した径約50cm，深さ約40cmの土壊である。瓦が充填しており， S K 711・

712土墳に類似する。

5 K7t5土靖 (第7図)

北辺築地塀の南，屈折部寄りの位置で検出した約 1m四方の不整方形の土壊である。約40cmの仰

さで，瓦が充填している。

5 K724土壌 (第24図，図版16)

- 25ー



発掘区東，中央より北寄りの位置で検出した。

面で南北約 2m，東西約2.2m，底面で南北約

2.3m，東西約2.5mと底面で広くなる円形の土横

である 。深きは約90cmで，壁面および底面には幅

15cm程の半円形の鋤 (鍬)先と考えられる工具の

痕跡が明l僚に残っている。

S A 727ピット群 (第 7図)

東辺築地塀の西て1 築地塀沿いに検出した径約

20cm-30cm，深さ約30cmの小振りのピ ット群であ

る。約 2m-3mの間隔で南北一線に並ぶものもあり，

考えられる。

S A 728ピット群 (第 7図)

東辺築地塀の東で検出した径約20cm-30cm，深さ約30cmのピ ットであるが，西側ほど多くはない。

S X 730瓦敷遺構 (第 7図，図版 8) 

〉

〉 1・ω1>:
，'" 

発掘区北東で検出した瓦を敷きつめた遺構である。東西約1.2m，南北約 9mの範囲で認められ，

、zはいずれも敷きつめ，っき固められた状態で細片となっている。 SA 705柱列によって一部掘り

上げられている。

S X 733落ち込み (第 7図)

発掘区南西で検出した東西約 4mの落ち込みである。未調査であり，性格は不明である。

3 ) 各層位出土遺物

〈表土層> (第25図，図版24)

・旧耕作土及び護国神社創建時の整地層を含む。

須恵器 1は転用硯として使用された葦で，回転へラ切りのち天井部には回転ケズ リを施してい

る。肩平なつまみを付し，その周囲をナデている。 2はリング状の凸帯を廻らした長頚査である。

3 -5は回転糸切りの坪で，いずれも底部外面に墨書がある。 3の「厨」以外判読不能である。 4，

5は内面を転用硯として使用している。

赤褐色土器 :すべて杯であり ， 7は体部外面に 「⑫」の墨書がある。6・8-13は回転糸切りで

底部外面に墨書が認められる。 6は 「厨J， 8・11は 「上」である。

〈黒色砂層> (第26図，図版25)

遺物包含層の最も上層のもので，赤褐色土器が主体を占める層である。調査地の南半で確認され

る。

cu 
っ“
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1 -5 ~頁忠器 ( 1，4.5転用硯)6 -13 赤褐色土器

第25図 表土層出土造物

土師器 1は内而にミガキ後，黒色処理を施している台付の皿で，底部の切り離しは回転糸切り

である。内面には底部から体部にかけて，漆膜が付着している。器肉が厚〈重量感がある。 2は回

転糸切り痕を残す台付斥で，内面は丁寧なミ方キ後，黒色処理がなされている。

須恵器 3 ・10は回転糸切りの杯て...， 3は体部外面に 「友」の墨書，10は底部外面に判読不能の

司 量 Eがみられ，転用硯である。

赤褐色土器:いずれも回転糸切りの坪あ るいは皿形を呈している。 9.11は底部外面に判読不能

の量書がみられる。4 ・6は転用硯として使用されている。

硯:13は方形の脚をもっ風字硯で，歪みが大きい。

土製品:14は土玉で，表面を磨いている 。

〈褐色砂層> (第27・28図，図版26・27)

遺構が確認される故上層で，S A697・698等の布掘り ，柱列が検出されている。

須恵器 1・2は回転へラ切りのち底部周縁をナデてい る郎て...， 1は底部と体部の境が明瞭で介

い。 3は天井部を不定方向にナデている蓋で，小さなつまみが付く 。 4はつまみを欠くが，

をナデている蓋で， 1 -4いずれも転用硯として使用されている。 5は鉢形土器で，外面は体部い

から中央部まで顕著な ロクロ痕，下半部には上→下方向に手持ちケズリが施されている。底部に

も手持ちのケズリがみられる。内面は椅円形に擦痕と墨痕が認められ，転用硯として使用している 。
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赤褐色土器 7・8 ・10-16は尽 ・血て¥底部が泣存するものは，回転糸切りである 。14・16は

「厨」の墨書が底部外面に認められるが，他は判読不能であ る。 9は天井部を回転ケズリ後，ナデ

ている叢で，天井部から体部にかけて「用?J の墨書がみられる。 7・9は内面をナデており，ス

ベスベしている。

硯 6は脚付の風字二蘭硯で¥外見の上面から下を手持ちケズリ ，下面はナテつけている。右面

を墨，左面を亦色顔料 (ベンカラ )に使用している。

1 (2-725) 

8 (2-730) 

猶幽幽幽園ー o

2 (2ー 728)

4 (2-729) 5 (2-727) 

7 (2-731) ， 
4‘ι 

省¥潤/ ¥。 ノ
9 (2ー 734) 10(2ー 733)

E二二一一 -一一一.-//

1， 2 土川j器 3， 10 須恵栴U、ー../13(2-737) 

4-9、11 赤褐色土器 12 転JFJ硯 1 : 3 

13 風字硯 14 土五 I ， ， ， ， I 

第26図 黒色砂層出土i立物
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鉄製品 9枚程の薄い鉄板が重なった状態で
ざね

出土しており， 小札と考えられる。長さ 9-10 

cm，幅 2- 2.8 cmを測る。錆の付着が著しく ，

細部については不明であるが，長辺端中央に小

孔をもっ。形状は長方形を基調としているが，

ー ヮの端部が隅丸状となっている。

く灰褐色砂層・赤褐色砂質土>(第29図，図版27)

褐色砂層と粘土笠地層の間層で， S A 705柱

3 (2-873) 

4 (2-874) 
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1 (2ー 772)

2 (2ー 773)

5 (2-769) 

6 (2ー 770)

1， 2 灰褐色砂層出土
7 (2ー771)

1 ~兵忠器， 2 赤褐色土器

3 -7 赤褐色砂層出土
3，4 軒丸エL， 5，6 ~頁恵器， 7赤褐色土器

1 : 3 

第29図 赤褐色砂 ・灰褐色砂層出土遺物
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ヲIJ掘り方を覆っている。

0灰褐色砂層

須恵器 1は回転へラ切りの坪で，口径に比し器高が小さい。

赤褐色土器 2は体部外面に墨書を有する杯で，「水」とも判読でき る。

o赤褐色砂質土

須恵器 5は回転へラ切りのち高台を付した坪で，小石粒を多く含み器面がザラザラしている。

6は回転へラ切りの午で¥胎土に雲母を含む小石粒が多い。生焼け状態のものと思われ，色調が賞

褐色を呈している。

赤褐色土器 7は回転糸切りの杯で，外面は火熱を受けもろくな ってい る。内面には漆が薄〈貼

りついている。

瓦 3・4は同氾の軒丸瓦である。15葉細弁蓮華文で，圏帯を廻らした中房には， 1 + 4の蓮子

がある。内区と外区の二重の蓮珠は蓮弁と 同数である。

〈整地粘土層> (第30図，図版28)

築地崩壊後に東辺築地の東 ・西側を整地する粘土層で，東では鉄棒を含む炭化物層を覆っている。

また，この層の上下で遺構が明確に分類できる 。

須恵器 1は回転糸切り無調整で黄褐色を呈する。 2は回転へラ切り無調整で，外底面に 「厨」

の墨書が認められる。3は回転へラ切りの後，台を付す。4は回転糸切り無調整である。内面は擦痕

と墨痕が認められ，転用硯としている。 5はボタン状のつまみを有する灰白色の蓋で，頂部から

部にかけて回転ケズリが施される。切り離しは不明。

赤褐色土器 6は回転糸切り後，体下端部に回転ケズリを施す。内面はナデで滑らかである。

1 (2-779) 

3 (2ー 776)

¥ ¥ノ
6 (2-777) 

5 (2-778) 

1 -5 ~.良忠器 ( 4転用4見)

6 赤褐色土器
1 ; 3 

第30図 室長地粘土層出土i立物



1 (2ー 787)

2-
亦褐色土器
~Ú ，I!;!. 昔話 (5 

2 (2-780) 

4 (2-783) 

7転用悦)

〈整地層下炭化物層> (第31図，図版28)

東辺築地の東側に存する。鉄棒を含む層である。

須恵器 2は回転へラ切り無調整である。灰青色

を量 し，焼成はきわめて良好である。 3・4は回転

へラ切りの後，hを付す。 3は外商が黒青色を呈し，

内外出数ヶ所に焼き膨れが認められる。 5-8はー

τJZ 7'"，"ツマミを有し，m部から肩部にかけてケズリと

ナデ(8 )を地した蓋である。 5-7は内面に棒、痕，

最痕が認められ転用硯としている。 7は身受部が短

かく外方に張り出す特徴がある。

赤褐色土器 1は回転糸切りの後，体下端部に|口

転ケズリを施す。外底面に「厨」の墨書が認められる。

3 (2ー 782)

5 (2ー 784)

6 (2-781) 

ヒヒι
造物

1 : 3 
0 5cm 

〈黄褐色砂層> (第32図，図版29) 1 須恵器 2 鉄製品。 2?2-768) 

2 (2-799)・I'JIM悦 ? 1: 3 ャ

第33凶 築地崩壊土:H土泣物

第32図 賞褐色砂崩出土造物
築地崩壊土直上の土層である。

須恵器. 1は回転へラ切りである。色調は赤褐色を呈すが，

須恵器の生焼けと考えられる。内部に漆紙が遺存していたが赤

外線テレビカメラで観察した結果，文字は認められなかった。

鉄製品:刀子状製品であるが，刃部と思われる断面形は方形

を呈しており ，性格は不明である 。

〈築地崩壊土> (第33図，図版29)
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十/ 2 (2ー 789)
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¥ 7 (2-791) 

1・9

2 -8 

10 

~f(}よ〈昔話

~ti }~I: 総 ・ 転)fJ f~

e 削i1til:

9 (2ー 796)

10(2ー 797)

第341司 築地崩壊FL府出土遺物
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須恵器 1は庸平なつまみを有し，頂部から肩音ISにかけて

口l転ケズリを施した葦である。内面は擦痕と墨痕が認められ

転用硯としている。切り離しは静止糸切りである。

硯:体(脚)部に透し窓が四ヶ所ある円面硯と思われる。内

犯の有無については不明。

〈築地崩壊瓦層> (第34図，図版29・30)

土師器:頚音ISが i< J 字状に曲折し，口唇部は外方に平坦

面を作り出し，底部は木業痕である。内外とも縦横のカキ

が焔される。

須恵器 1は回転へラ切りの後に底部周縁に回転ケズリを

施す。外底面に 「雑申」の接書が認められる。 2は回転糸切

りの後に底部周縁に回転ケズ リを施す。内面に墨痕が認めら

れるが，擦痕は不明である。 3は回転へラ切りてい二次調整は

認められない。外底面に墨痕が認められるが判読不能。転用

硯である 。 4・5は扇平なつまみを有し，天井部に回転ケズ

2 (2-801) 

3 (2-800) 

5 (2-804) 

.r-=4~ー 1 ， 2 m恵、器 5 鉄製品
七ζ 三一ニ』にニニ孟:JJ3，4Pl而1硯

第35図 崩壊瓦下層出土造物

リを施す。4は内閣をベンガラ用の転用硯としている。 6. 7は台付町、の転用硯である。 7は内外

を使用している 。 8は裂体部内面を転用硯としている。 9は丸底風の査で，体下端から底面にか

けて斜方向の手持ちケズ リを施す。肩部に緑色の 自然糊が認められる。

〈築地崩壊瓦下層> (第35図，図版30)

須恵器 1・2は回転へラ切り無調整であ る。 1は色調が白澄色で胎土に砂粒を多く含み，焼成

もきわめて不良で一見土師器の感じである。 2は内面に多くの墨痕が認められるが，擦痕はなく転

用硯とは考えられなし 。

硯 3・4は体部に透し窓と縦方向の沈線を配した円面硯である 。4は海 ・陸の区分けが認めら

れない。

鉄製品 5は表面が鉄，その内側が木質部，さ らに木質部内に径 2mm程の鉄材があ り，その鉄材

には制lし、ヒモをラセン状に巻き付けてある。性格は不明。

墨書土器

第38次調 器は表m.Nの如く であ る。
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表111• N 第38次出土墨書土器一覧表

号番 通番号し 番図号版 官詩 ttf! 調強技法 切り離し 色調 品目1~音1>位: 出土層位 イぬ. 考

1 I 2ー 749 10-1 土(台付師'j不器) 台周辺部ナデ 糸切り j炎褐色 lま 音1> S X735 「②J (記号か)

2 12ー 740 10-8 赤褐色土器 " 1/ 体 音1> 1/ !苛

3 2-806 14ー 2 須..~:器(，む ) 天井部回転ケズリ 不 明 灰白色 天井部 炭S化17物03層上層 口

4 2-821 J4-6 赤補色土器 糸切り 赤禍色 底 剖i /1 罰

5 12-823 14ー 7 /1 (叢) 不 明 11 天弁部 11 ~5 

6 2-805 14-8 /1 (説) 11 1/ 11 11 持lの科書

7 2-825 J4-9 11 糸切り 1/ 1主 音1> 11 厨

8 2-807 14-15 土師総 司ミ 日月 i究賞櫨色 {本 脅1> S 1ヒ7物03層
炭{ 下層

口

9 2-808 14-16 
11 

台周辺部回転ケズリ
(合イ寸庁、)

糸切り 11 底 脅1> " !百

10 2-813 J4-21 功I~褐色土器 H 11 H " j蔚

11 2-810 14ー22 " 11 赤褐色 1/ 11 厨

12 2-832 15ー24 11 /1 " 
11 11 厨上

13 2-831 15-25 /1 H " 
1/ " 上

14 2-829 15-29 1/ " 11 11 S] 703床面 厨

15 2-841 17-4 11 有ミ 明 " 体 部 S 1 704 口

16 2-840 J7-7 1/ 糸切り H 監 部i /1 .:1'ミ→ユt~

17 2-848 17-8 /1 " H /1 H 上

18 2-838 17-9 1/ /1 /1 体 部i " 子口〔九ヵ 〕

19 2-837 17ー 10 1/ /1 1/ 底 剖i 1/ 厨

20 2-849 17-15 須恵総(蓋) 天井部回転ケズ リ 不 明 灰背色 つまみ部 " 
「一
ーー」

21 2-865 18-28 赤褐色土総 糸切り 赤 褐色 底 制i 下S層17埋04土 「、J

22 2-857 19-35 1/ 1/ " 
/1 /1 (床) 腕

23 2-858 19-37 
/1 

/1 /1 /1 /1 ( /1 ) !百
(台付I下)

24 2-882 20-2 ~J1 s!:器 へラ切り 灰白色 1/ 掘SAり6方98埋土 口口

25 2-883 20-3 赤褐色土器 糸切り 暗赤褐色 " 
S A 700A・8

口掘り方埋土

26 2-887 20-4 " " 赤褐色 体 部
S A 705 

口口〔戒ヵ〕転用硫
掘り方鹿土

27 2-881 20-6 " 底部ナデ 方= 日月 " 底 音1> 掘S8り6方96埋土 口(記号カ )
(台付t不)

28 2-879 20一 7 " 糸切り " 体 音B S 87方01・702
掘り埋土

口〔七ヵ 〕

29 2-876 21-2 須恵骨量 休ズ部1)下端底部回転ケ 不 明 灰白色 底 剖i 掘SAり7方20辺土 口口口 転用硯

30 2-886 21-3 " へラ切り 灰背色 " " 口〔厨ヵ〕

31 2-723 25-3 須 I.!!: 器 糸切り 賞褐色 " 表 土 厨

32 2-715 25-4 " " 灰背色 " " 口 転用規

33 2-718 25-5 " " 灰白色 " " ロ 転用硯

34 2-722 25-6 赤禍色土器 " 赤褐色 " 
1/ !肝

35 2-713 25ー 7 /1 不 明 " 体 音1> " ⑫ 

36 2-714 25-8 " 糸切り 赤褐色 底 部 1/ 上

37 2-716 25-9 H " " " 1/ 口

38 2-719 25ー 10 " 11 " 11 11 口

39 2-717 25-11 " 11 " 11 11 口〔上ヵ〕

40 2-721 25-12 " " 樟 色 1/ 11 口

41 2-720 25ー 13 " /1 淡黄色 1/ " 口

42 2ー干26 26-3 3民 J1': 器 " 灰背色 体 剖i 黒色砂 友

43 2-734 26-9 赤綿色土器 " 赤褐色 底 音E " 口

44 2-733 間 一 10 ~Jl{ !:l!:器 1/ 民自負 11 " 円 車云用研
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45 2-732 26-]1 功i;褐色土器 糸切り 赤褐色 底 脅11 黒色砂 口口

46 2-757 27-9 11 (益) 不 明 11 f本 新i 縞色砂 口〔削ヵ )

47 2-763 27-]0 11 11 11 11 11 口口

48 2-764 27-11 11 11 11 11 11 口

49 2-753 27-]2 11 糸切り 11 底 苦11 11 口

50 2-752 27-]3 11 11 11 11 11 ロ
51 2-765 27ー 14 11 不 明 " 体 tfll /1 1釘

52 2-762 27-15 11 糸切り 11 底 部i 11 ロ
53 2-758 27-]6 11 11 ?炎褐色 11 /1 厨

54 2-773 29-2 11 不 明 赤褐色 休 tfl¥ 灰補色砂 口〔水ヵ〕

55 2-775 30-2 ~Jl 忠総 へラ切り 賞灰内色 iえ 音1¥ 松地粘土層 Iff.f 

56 2-787 31-1 ぷ補色土総 体苦1¥下端回転ケズリ 糸切り 燈 色 11 炭聖在地化物粘土層層-f 肝

57 2-788 34 -1 ~Jl "ι 総 底部回転ケズリ へ弓切り 灰 w色 11 築地局jj茨瓦層 総~111 

58 2-793 34-3 11 底(部ミナガデキ状) 11 1i'l灰白色 11 /1 口転用税

第38次調査出土漆紙文書

付 釈文

口1

ロ IflJ 口令

以 ~m 
口

ロメーうI、

(平 川 南)

(二) 形状

二つ折りの状態で，復元的に展開してみ

ると ，最大横長は11.3cmである。漆の付干

も厚<，遺存状態は良好で，小さな断片な

がら墨痕はきわめて鮮明で，残画も含めて，

10文字確認できる。

、ザヲ、

-E
・・

•• 1
 

部38次調査H'I土i奈紙文書

n
v
'
E
E
E
E
 

5cm 
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内容

現状では， 三行認められるが，一行目と 二行自の行間は折りたたまれた部分を勘案すると，約3.5

cm，二行目と三行自の行聞は約1.8cmをはかる 。

文書の内容は明らかではないが，当時の書式に照らしていえば， 二行目 ・三行目は文末部分にあ

たり， 一行目は内容を記載した部分と考えられる。したがって， さきにみた一行目と二行目との行

間が 3.5cmで， 二~三行自の行聞の倍に近い事実は，この部分が内容ゆえに，文字の配りは一定せ

ず，現状では見えないが，おそらく上部にもう 一行存在すると想定することが可能である 。

また， 口口郡司は解文等の昌頭の差出番ではないので，郡司の上の二文字の残画は地名に限らな

い。そして，残画を改めてよく観察すると， 二字目は明らかに 「特J =籍と判断でき， 一字目はー

幽しかないが，文字の特徴と 「蒋」との関連から 「戸」 とほぼ断定してよいのではないか。

以上のような書式に加えて整然、とした措書体であることから判断して，正式な公文書とみて間違

いないであろう 。書風は 8世紀半ばと判断できる。

なお，本文書には紙背文書の存在が確認できるが，表文書と一部重なっているので，現状では詳

しく調べることができない。

( 
撹乱を受けており' この掘リ方に伴つカか、否カか‘は不明でで.ある。 /

5) まとめ

今次調査では昨年度の第36次調査結果で問題点として残った以下の二つの大きな調査課題があ っ

た。

① :政庁域を区画すると考えられる東西確認総長約30mの築地塀・柱列が北辺と南辺のどちらを

構成する区画施設であるのか。

② 築地塀崩壊後の区画施設と考えられ，平行して 3列に並び東西にのびる柱J"IJIま，各々，時期

の異なる一本柱列であるのか，複廊状に 3夢IJが同時に構築されたものか，それとも一本柱列に掘す

柱建物が取りつくものであるのか。

以上， 2点の調査課題であったが，これは政庁域の遺構変遷と年代を究明する上で重要な問題点

であ 勺た。ちなみに，第36次調査では東西にのびる区画施設の南で8棟の掘立柱建物跡を検出し，

検出層位， 重複関係から 6期の建物変遷を考えている。

今次の調査結果から①については第36次調査検出築地塀から東に，さらに約10.5mで直角に南に

山折して東辺を区画していることが確認され，北辺の築地塀，柱列であることが判明した。したが

って，本調査地西に隣接する第36次調査地の大半は政庁域の内部に位置するものである 。

②については内柵列とした SA 707柱列を検出するため国営調査でトレンチを設定しており， 3 

列の柱列の掘り方を明確に層位的に把握することができなかった。しかし，東辺でも 3?iIJで平行す
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ることから，すくなくとも一本柱に建物跡が取りつくものでないことは確実である。また， 3ヲIJの

柱列は柱痕跡が不明であるが，柱位置を掘り方の中心にもとめると各柱列聞がSA 705と706で約

2.5 m， S A 706と707が約3mで外側がやや狭くなること，各柱列が整地層上か ら掘 り込まれている

ものの，北辺の土層観察では SA 707が固い版築状の整地を掘り込んでおり，この整地が SA 705， 

706付近ま で至らないことから，各々時期の異なる柱列と推定された。ただ，屈折部で約3.6m等聞

の柱聞が 3夢IJの間隔に合致するように約 2.5m， 3 mと狭くなり，意識的に 391Jの平行関係と間隔

の維持を保っている状況がみられ， 391Jの同時存在も完全に否定できないものと考え られる。

次に今次調査の課題と関連 して検出遺構を確認面毎にみてみる。平行する 3列の柱列と重複して，

これより新しい時期の柱列や木塀と考えられる布掘り溝を検出している。そのうち，検出面の異な

るSA 697， 698， 699は整地層上層の褐色砂層からの掘り込みである。 SA697には S8696A • 8が

伴し¥さらに南にのびるが北辺は検出していない。 SA698， 699はいずれも柱筋が北で約 3
0

_ 3。

30'西に振れる方位であるが，その新旧関係，および性格については不明である。

粘土整地面の検出遺構としては，前述の平行する 391Jの柱列， S A 705， 706， 707の他に705，706 

と重複しそれより新しい SA 700 A・Bがある。しかし，この SA 700A. 8も北辺では認められず，

政庁域全体を囲むものか今後の調査課題である。

建物跡では S8701， 702， 712があり，いずれも東西 2間，南北 3聞の建物である 。 SA 705と柱

筋に建物の棟通りの一致する S8701が，同様に SA706とS8712が伴うものと考え られる。SA707 

はその延長上の SA 718， S D719に連続し， S A 718はくぐり 戸様の施設と推定された。しかし， ' 

れも今後の周辺の調査て?らに明確にしてゆく必要がある。

竪穴住居跡 S1 703， 704は政庁城東辺の区画施設の内外という相違のあるものの規模および，カ

マドが検出していないこと，出土遺物，埋土の状況など類似するものであり，同時期の可能性があ

る。

これら，粘土整地面検出の遺構は掘り方埋土や，床面からすべて赤褐色土器が出土している。

粘土整地下層では政庁城の区画施設である SF 729 A • 8，政庁東辺外の隣接地域を区画する S

A 720，建物跡としては S86788， 731， 732， S 8679， 680のいずれかの目隠塀と考えられる SA

683などを検出した。

S 8 678 8については昨年の第36次調査では l時期の建物としたが，南北 2間，東西 7聞の建物

が，粘土整地時に東西 4聞に縮少されたものと考えられ，政庁域の建物の変遷はしたがって7期と

推定された。

以上，本次調査の検出遺構の概要について述べてきたが，政庁域を区画する明確な遺構としては，

築地塀が 2時期，柱列が 3時期，計 5期の変遷が推定きれる。また，区画施設としては確定できな

かったが， S A 697を加えると 6期が考えられる。

これら，区画施設，建物の変遷は政庁域全体として検討する必要があり，今後の調査でさらにそ

の詳細を明らかにしてゆきたい。
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Cグリ ッド(南から )

Dグリ ッド(南から )

第37次調査地

図版 2



図版 3

Fグリ ッド(南から )

第37次調査地

Fグリ ッド
造物出土状況





図版 5 上 SA705、706、707柱列、 SA697布帰り構(南から )

705、706、707柱列、 SA697、SA720布掘り溝
(南から )



図版 6 上 SF729A . B築地(南から)

下 SF729 A . B築地(北から)



図版 7 上 SF729A . 8築地 ・S86788建物跡(北から )

下 S 86788建物跡 ・SF729A. 8築地(東から )



向上

向上(北西から )

図版 8



図版 9 上 SD719布帰り溝(南から )

8696 A . B、 SB717建物跡(北から )
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図版10

B678B建物跡
(東から )

向上掘り万断

向上掘り方断



図版11 上 S 1704住居跡と S8701、702建物跡(北から )

8701、702建物跡(東から )



図版12

B701、702.jllliり方断

A697布制り断面

北辺築地北側瓦出土状況
(西から )



図版13 上 S 1703住府跡造物出土状況(南から )

下 S 1703住居跡(西から )
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図版14 上 S 1704住居跡造物出土状況(西から)

1704住居跡(南から )



図版15
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(東から )

A699、707掘り方
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?玉 lnJ 軒九瓦Ull土状況
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漆紙出土状況
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図版16
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図版17 第38次調 遺物 1-13 SX735 (13 アスフアルト塊)
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図版18 第38次調査出土造物 1 -10 S 1703炭化物層上

11-22 S 1 703炭化物層下層

f ""-:#;:._~..古品・. .r ・.， ~ll: 司届'.~.J・F
.IJ.:， 基，~"r( 昌也副届画
aロ，畠田』 日 ...~圃百.. 咽圃・・
匝園間宮お;'Y.温週圃・・

圏直哩司... -、.

1理

3 

9 10 

19 

晶画晶



図版19

第38次調査出土造物

23-26 S 1703 
炭化物

27・28 S 1703 
炭化物
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図版20 第38次調査出土造物1~14 1704埋土上
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図版22 第38次調査出土造物 32-38 S 1704床
39 SA699掘り方埋土 40 SA698掘り方埋土
41 SA700A B掘り方埋土 42 SA 705掘り方埋土
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図版24 第38次調査出土遺物 1 -13 表土層
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図版25 第38次調査出土遺物 1 -14 黒色砂層



2 3 

4 

6 

7 

11 

13 

図版26 第38次調査出土造物 1 -16 褐色砂
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図版27 第38次調査出土造物 1 褐色砂層

2・3 整地層上、灰褐色砂層

4-8 整地層上、赤褐色砂層
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図版28 第38次調査出土遺物 1 -6 整地粘土層

7 -14 整地粘土下炭化物層
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図版29 第38次調査出土遺物 1・2 黄褐色砂層
3・4 崩壊土
5 -13 築地崩壊瓦
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図版30 第38次調査出土遺物 14 築地崩壊瓦層

15-19 崩壊瓦
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調査成果の普及と関連研究活動

(1) 現地説明会の開催

第38次調査について

講師・小松正夫昭和58年10月15日

(2) 諸国体開催研究会議への参加

0秋大史学会昭和58年度春季研究発表会

発表・日野 久 一秋田城跡第36次調査出土の漆紙文書について-

昭和58年 6月19日 (於 ・秋田大学)

0第10回古代城棚官街遺跡検討会

発表・小松正夫 一秋田城跡、第38次調査について一

参加所員・日野久 昭和59年 2月28・29日 (於・酒田市総合文化センター)



秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組 織 規 定

/昭和3.7年 5月8日 教育規則第 3号1
秋田市教育委員会事務局組織規則 抜粋(~~T~~~ -r '-' l~;'~I:n Lr: ~~ ~ ~~7-:J ~ 1

v
1 ~_) l改正 昭和52年11月21日第11号/

第 1条

4. 第 3条第 4項に掲げる事務を分掌させるため，社会教育課に所属する機関として，秋田

城跡発掘調査事務所を置く。

第 3条

4. 秋田城跡発掘調査事務所における事務分掌は，おおむね次のとおりにする 。

史跡、秋田城跡、の発掘に関すること 。

二，史跡秋田城跡、の出土品の調査および研究に関すること 。

日発11:e調 査休制

1 ) 調査体 fl11J

秋田市教育委員会

教育 長 高泉宏作

社会教育課長 佐藤 夙

調査 機 関

秋田城跡発掘調査事務所

所長(参事) 佐々木栄孝

文化財保護主事小松正夫

主 事 日 野 久

2) 調資指導機関

g城県多賀城跡調交研究所



発行昭和59年 3月31日

‘・園田，--， 
2 

秋田市教育委員会 秋田マイクロ写真印刷(株)
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